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蹴
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内
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時
ケ
り
中
後
5
時
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で

掛
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鶴
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芸

時
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吉

宗
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時
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官
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総
務
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概
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い
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設

チ

護

繁

義

3

1

カ

制

緩
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総

綴

務

総

護
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容
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6
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綿
綿
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線
級
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搬
搬
徽
繍
綴
御
機
総
務
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i
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-

可
時
幅
…
depei--
，
議
際
線
開
制
附
必
然

1
0
7
7

怒
ん
に
ゆ
時
ば
れ
て
い
る
み
ヴ
な
の
で
、

今
年
は
公
共
地
絞
め
殺
泌
総
を
と
考
、
え

て
い
ま
す
い
と
献
し
て
い
ま
し
た
、

1984ゃ 4

レ
ゼ
ン
ト

て
同
時
的
不
4

対
的
な
だ
に
絞
り
ま
し
た
。

点
字
ク
ラ
ブ
的
磯
り
絡
は
昨
年
内
終

日
時
子
釈
の
点
字
時
総

淡
に
い
杭
い
て
2
綾回目。

視
覚
白
押
答
者
協
会
的

長
井
会
長
か
ら
誌

「
言
葉
に
言
い
表
わ

せ
な
い
盛
期
間
的
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
、

と
い
う
申
告
び
的
手
紙

も
寄
せ
・
り
れ
ま
し
た
。

?
ラ
ブ
を
徽
城
崎
弓
ふ
い

て
い
る
ぷ

1
問
先
ゑ

…
長
苦
闘
書
官
舎
立

一
に
く
ど
思
い
い
し
C
品
耕
一
小
め
15
パ学

…
ク
ラ
ブ
的
代
中
間
3
人
が
‘

3
月
間
日

一
市
役
所
を
一
翁
れ
、
在
学
で
打
っ
た
市

…
民
会
総
j

門
前
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ユ

一

1
諮
問
昨
を
市
長
に
手
捜
し
ま
し
た
ロ

一
こ
の
占
字
メ
一
一
ュ

i
は
、
4
年
生
以

一
上
め
い
白
字
ク
ラ
ブ
内
部
員
幻
人
が
3

一
か
H

月
が
か
り
で
作
う
た
も
の
で
、
桜

一
本
も
和
紙
を
使
っ
と
子
ど
も
た
ち
が

一
校
上
げ
ま
し
た
。
市
で
は
さ
っ
そ
く

む
ら
織
を
レ
ス
ト
ラ
ン
に
降
〈
と
と
も

…
に
絞
り
を
襲
警
括
協
会
高
じ

れア}

品
m
糾
、
日
指
摘
絡
燃
制
付
を
山
間
悶
闘
す
る
総
同
県
}

が
多
緑
化
し
、
こ
約
機
一
議
も
然
組
織
化
し

3H内
W
H
h
気
掛
刻
化
占
事
情
抽
院
議

問
純
一
か
手
即
日
清
め
縦
方
に
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
汚
染
が
深
刻
化
し
て
い
る
湖
や

浴
め
市
化
と
町
周
辺
的
環
域
保
全
の
た
め
、

波
荘
、
同
脳
会
で
検
討
き
れ
て
い
る
湖
沼

四
時
境
保
全
終
判
明
措
罰
法
に
関
連
し
て
来

車
し
た
も
の
ョ

手
同
日
沼
は
昨
年
等
、
環
ほ
庁
が
発
表

し
た
昭
和
計
年
度
本
行
ワ
ー
ス
ト
。
記
代

で

2
位
以
子
糸
工
宏
、
く
川
引
き
離
し
て

'z
泣
と
な
っ
た
ば
か
り
切
ネ
的
問
中
的
牛

久
必
協
同
開
般
に
淡
い
て
千
加
M
m
T
Z
G
紛
れ
た

炎
綴
州
防
綴
災
は
、
机
附
?
川
引
を
約
加
分
間

後
抑
制
し
ま
し
た
が
、
火
線
開
問
仰
の
¥

ド
口
で
で
き
た
山
中
川
間
心
は
、
か
っ
〈
り

し
た
滋
子
ぞ
し
た
s

ックリ

内
総
開
問
弁
議
士
柑
明
治
M
M
ト
平
日
号
W
H

れ

生
ま
札
、
白
山
3
の
4
的

問

。

あ

4
人
権
擁
謹
相
談
の
ご
山
刊
用
を
4

一

こ

人
権
議
議
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的

人
催
を
擁
認
し
見
守
る
、
い
わ
ば
日
比
鉛
び

人
的
人
権
の
番
人
て
す
E

こ
れ
は
人
権
あ

閉
山
間
闘
で
は
な
い
だ
ろ
も
ヲ
か
と
総
仁
た
り
、
伊

山
間
り
ご
と
や
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
…

ら
気
持
に
人
機
械
川
崎
納
税
を
こ
判
別
〈
…

ど
さ
い
。
総
札
制
は
ね
市
内
初
日
、
総
指
淡
町

淡
事
務
ヲ
た
っ
て
い
ま
す
ω

川
容
は
…

際
く
守
い
り
れ
官
後
納
は
総
料
℃
す
し
付

帯
亨
間
同
い
会
わ
せ
市
民
悩
制
緩
…
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市
内
人
事
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動
が
4
月
1
内
口
付
て
行
山
棋
盤
口
前
哨
岬
持
続
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陥
時
時
収
称
回
線
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部
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陪
払
場

わ
れ
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話
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齢

絞

際

医

芝
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け
ま
し
k
o
総

長

率

以

上

絞

殺

一

5
5
3聖
戦
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率
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案
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九
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♂
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交
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内
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害

言

葉

線

淡

い
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幸

主

主
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必

議

細

川

智

党

れ抑制糊齢制組制

"nw命
州
都
紙
一
減
税
約
災
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滋
線
以
以
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滋
U
抑
制
市
淡
淡
端
的
綬
一
上
山
賊

小品粁
γ

沈…
w
v
制陥没削船相
M

{
湘
郎
総
務
長
ム
市
山
開
押
W
V

樹
齢
浴
時
以
滋
端
部
議
後
油
開
仲
川
〈
叫
問
絞
前
水
道
事
議
管
雨
明
紫
綬
悶
政
夫
氏
ぬ

い
人
総
…
持
マ
叫
佐
川
盗
明
K
M
H
一一郁務
ω町
長
〈
総
課
時
間
後
係
長
)
浩
一
次
郎
h
w
v
部
門
山
開
発
謀
長
後
任
と
し
て
、
前
金
制
間
部
長
め
伊
藤
一
品

築
指
導
課
長
)
倒
的
抗
関
心
夫
V
総
務
部
{
鋒
間
出
発
対
策
寝
長
)
一
向
期
利
発
マ
木
上
閣
制
氏
が
新
た
に
水
浴
事
業
管
理
老
に

一
付
「
人
事
課
長
)
火
井
出
祉
道
局
次
長
表
経
営
管
理
課
長
(
本
遊
山
町
住
し
ま
し
た
4

一
コ
謀
議
制
組
H
V
庶
務
課
長
(
健
山
県
管
制
佳
局
次
長
兼
技
僚
監
田
也
市
開
長
)
今
井
敬
甲
府
路
氏
は
昭
和
田
年
、
当
時
の
れ
孫

一
課
長
)
鈴
木
蔦
~
w
v
人
事
課
長
(
北

u

水
道
局
技
館
義
母
議
長
(
学
校
教
育
課
子
町
役
場
に
入
り
‘
合
併
抽
出
は
総
務
部

一
都
市
改
造
課
長
)
花
島
隆
V
課
税
謀
長
学
務
係
長
〉
史
組
刊
誌
wv
滋
K

意
義
災
事
務
長
、
土
木
部
長
、

4
4
而
門
部
長
な
ど
+
吊
の

時
一

(
M
M
保
年
金
議
長
)
回
日
野
市
V
凶
保
局
次
長
(
世
話
環
浅
議
議
後
J

授は
J

彩
要
織
を
鹿
町
内
開
明
日
刊
2
年
9
n
月
邸
時
M
d
忠

告

年

金

霊

長

仲

間

謀

長

五

主

主

業

主

札

、

議

日

山

ー

の

目

的

8
ヮ

捜
し
て
い
ま
す
昔
の
ポ
ン
プ

消
防
本
部
に
畏
示
し
ま
す

治
仲
間
本
部
で
は
、
江
戸
時
代
か
句
現
法
時
間
宇
都
ま
で
ご
連
絡
く
ど
き
い
ψ

定
ま
で
の
消
防
用
具
等
を
礎
早
し
、
早
川
な
お
消
続
本
緩
め
壌
市
(
き
に
は
、

代
消
防
ま
で
の
ず
ロ
セ
ス
告
知
っ
て
い
戸
時
代
に
使
わ
れ
だ
は
え
ご
ん
や
、
夜

た
幻
〈
わ
い
め
古
い
消
防
ポ
ン
ツ
な
レ
crr

吐
水
と
吋
町
一
ば
れ
れ
る
ポ
ヘ
フ
な
ど
mw
史
的

地
消
し
て
い
ま
?
同
等
以
内
ポ
シ
ツ
は
大
州
削
除
制
刑
判
例
会
後
一
市
ふ
し
て
い
ま
サ
。
ど
な

正
時
代
に
使
用
さ
れ
た
も
的
β

制叶脇町山階

あ
る
叩
閥
殺
に
よ
る
と
ん
民
総
ル
ー
ん
を

ゆ
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な
い
ワ
ー
ス
ト
ワ
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は
、
な
ん
と

w

お
母
さ
ん
e

と
い
う
結
慾
か
出
て
し

ま
い
ま
し
た
の
子
ど
も
は
い
つ
も
お
母

き
ん
同
行
動
を
器
見
つ
め
て
い
ま
す
μ

子

ど
も
に
は
た
だ
言
葉
で
教
え
る
だ
け
で

な
く
、
ま
ず
お
母
さ
ん
が
呉
体
的
に
よ

い
見
本
を
一
市
し
、
相
内
皮
も
く
り
返
し
て

教
え
る
こ
と
か
大
切

お
母
さ
ん
、
よ
い
お

手
本
を
一
別
し
て
く
だ

さ
い
ね
a

お母さんが

まず見本を

し核芝
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グ》る
も<:-/泊
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すまで

wv
滋
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緩
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も
そ
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な
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ぬ
日
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を
生
か
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、

維
持
し
て
い
く
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ウ
ワ
~
ず
り
の
後
続
ど

と
閉
山
っ
て
お

ι
き
り
に
付
け
加
え
る
伊

ー牧市恥
hMMM
掛川い

L
、
人
治
時
も
あ

波
紋
絞
殺
め
た
ま
も
の
ぷ
昨
税
問
'

に
も
一
条
内
光
が
射
し
込
ん
だ
a

一
苛
径
は
悶
ん
ぼ
を
事
が
ー
が
ー
に

し

て
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い
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じ
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い

け
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i
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つ

き
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の
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半
年
4
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n
l
経

年
綴

1
万
円
以
同
時
に
入
一
抗
さ
れ
た
場
合
か
ら
綴
問
問
寺

中
市
で
は
‘
お
年
祭
り
的
方
か
揖
気
ゃ
れ
ま
す
。

ケ
ガ
な
い
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で
入
持
出
し
た
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合
に
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し
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務
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頭
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〈
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金
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な
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潔
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滞
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燃
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療
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を
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縦
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付
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量

験

査

の

事
麓
調
査
に
な
協
力
を

な
い
。
い
か
に
し
て
休
刊
附
田
キ
主
か

す
か
、
考
え
お
は
L

州
白
骨
員
は
い
す
れ
も
一
雲
市
燦
燦
~
。

同
何
回
さ
ん
は
関
門
…
ト
仁
吋
織
は
い
い
J

所有」

ー
サ
ラ
リ
ー
γ
ン
い
い
負
け
ぬ
よ
う

努
均
し
て
い
る
ん
ど
が
を
あ
M

冊目前恥

め
綴
も
不
安
定
で
、

f
p
か
な
か
総
し

い
お
」
汲
々
と
認
品
。

、
あ
や
め
間
関
い
は
お
年
後
に
は
ち

?
げ
に
紋
火
u
絞
め
水
生
MM物
も
統
え
、

枚
以
内
あ
や
め
山
間
に
負
け
な
い
も
め

に
L
た
い
と
い
う
。
ぞ
れ
ま
明
、
は
い
此

詳
を
波
一
円
減
ず
る
り
ま
す

n
見
せ
る

禁
止
憎
め
線
引
札
'
あ
お
ゆ
ず
u

6
n
m
w
自
に
は
第
Z
湿
の
吋
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〈豊島霊童書聖襲撃〉

ヰ8善寺 51'習120から61'寺乏おさま

でのさきこ仁義議総、午後3鯖から59害

集貴重重義 号小学校3年咲から

空宇主主

ホ3盟諸事 我惑さ子iiJ幾重票差翼線
〈剣道事費量産〉

本 O~者 5月12Eヨかそう6R20ま

でのさき土際問、午後50章11ら7雲寺

本貴重量畏 徳的!!'宅学校2年生ガら中

学生

{f百渓誇善重大会〉

ホ8絡 4月22日〈五ヨ〉守:絞め君事
牟重量要望 15閃問

くさ主主冨レーテインク将綴大会

喜義務総量ま予選重大会〉

*8寄書 41'事ヨ〈体〉午前10善寺
*会糞争QI:号〈昼食f舌〉

b重量機 綾子増設主主i慧

砂時芦しiZ;み・降い会わt主

事号機宅金主会 金子宮俊一33ヰ3

あ vre 
極亙盈笠震整型E

砂8害事 ヰ湖沼臼(j休〉午前10裁が 昏1本f幸喜室主宮主事干拡張議議警護義務!こちな

らと下室長ヰ普警さまで み、雲量産主立導体院議機望書!こ繋醤ガ喜三

炉話題高時 IE主主寺〈荒事おお9TEヨ〉 子ちされさます。

か費用 1500F弓く予票数、弁務総〉 惨対象 養護議室の主導主主潜害者 ('1

か楽器発売所斗燃250("めまで および2級}(1)方で、 4月1Eヨ軍司

i之主主衰のおのおい〔浴i主絞言語S、 合:務総選量以上(1)主主。

主毒誌を"l8T閥的〉マ 舞台'*'し込み 5R310さまこi丘〈

炉問い合わ校 磯子家茶道事霊祭、 (l)欝忍隠へ身体障害雰務手争議後獲さ長

石111盟おい9224、我喜嘉手0-9')ー し、長号室主の問紙(童話義援隊、議従事

つでう:7W本宮88…17総 務滋!こありぷす)抗~，重要望韓療をだ

入して殺しゑんて?下;5(，，¥<; 1人20

設を重主主主しさまです。

予イ供たちの1:':.めiと究書託、筆者2求、 炉問い合わt主 主主孫子i!i!"塁間童話倣

絡を主の各地獄でぬは守霊童 r;J;l/，まな ぎ寝間82…4251

し会J をしていさまでま。絵本のよみ

きか授、李総そそブ、紙芝居、入形

劇主主とよi之総務、のある入、一緒iごめ 主主主裏手iiJ毒色刷話会謀、小綬

コてみをまtさんか義務護軍~(1)経理、税務校長議絡をゴる

砂議室絡先 総司君告岳会お3 雲己議長室署警察毛主事事態L>主主

1>事事幾人員 17ヨ
b重重綴 20緩から30出読むで{楽HHま

だl主主主告書記む菱重綴み人

~壌所つくし警~136

炉問い合わt宝 !J'谷宮84凸029

〈午後アB者以終〉
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黙と7刻、 1R/立道警0100罪事応
惨堅塁い苦言わt立 高車工会宮82-3131

が若葉書費(l)重量額 三三援金書説
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日〈月〉から26Eヨ本〉まe給湯本部
予郊係官84--011骨

1>苦襲撃査時し込ib 4foヨ230Cドヨ〉え?

!日制 4， 16 (4) 

炉問機 4fo寺'1800X}，守90かわ

ぬとド肉IJQ精力ら午後3終さま

1>題懇戸時 市民会宣言議議長譲渡

》対象市内原t志望努
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*議事録長草分I 自主流主禁法100当五
本選議銭怨分II ÊEE~先主題淡河)%以

上;主主綴米3G9o来濁

*若者賞包分ma波宮託潟米20%以
上政府京総予較護憲

本特例t襲準華麗鯵紫 綬青音米3から
5類およ:U沿線米鐙潟
I>~いさきわt主 主F重量繁華霊喜聖書票
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轡場。(骨
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挙結木小学校児議議余儀からき事f止の

芝めにと1I司日正事尊重量(1)収益主主9888

F号とそ苦手の話器j¥ltfありぎしZ三Q
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u支益金1152697仰の襲警1百ガ蕊もうま
*抗毒事事 事実数5子iiJ重型連連自費 、J 円 ;;，~ハ四時間硝史投1>申し込み・隊い会わtt 我孫子 B51'ヨ80(;):)訟約在さき持者防悪事1こ しだ。

事吾首話再暗 殺滋予言霊祭著書ヨ~;朗日霊童話語 絵白書寺 51'ヨ12おから6R300ま F寝室主導議授の余 私言葉要器82'"lお56 霊験申込書を手軽警護しており殺す。 接部主誌の行〈霊童さき)1.才ら樹止のた

参惨事聖書自料側同 での笥主翼拐、午後6時30分から 〈君主主薬対仏20〉 争受験資格際粉砕ヰ尽20か めはみ1JS6750F号の寄付かおりを主
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